
ポートは一つだけです。
　M.2スロットは2本用意していて、こ
れは一般的ですが、C7Z270-PGではさら
にU.2ポートが2本サポートされている
点は、サーバー向けマザーボードが多い
Super Microらしい実装と言えます。こ
れらを独立して実装するにはPCI Expre 
s s 3.0が 16レーン必要ですが、M.2と
U.2、それにSerial ATAポートで計16レ
ーンを使い、一部は排他利用です。
　すでに2レーンはUSB 3.1コントロー
ラで使い、さらに2レーンをギガビット
イーサネット、4レーンを拡張スロット
ということでPCH内蔵のPCI Express 
3.0の24レーンを使い切っています。
　ゲーミングマザーボードらしい実装と
しては、デュアルLANやサウンド機能
まわりの実装が挙げられます。前者はIn 

tel製PHYとLANコントローラの組み合
わせということで、最近のハイエンドマ
ザーボードでは一般的なものです。サウ
ンド機能については高機能なALC1150
を採用していますが、最近のゲーミング
マザーボードにはALC1220を採用して
いるものが多く、この部分は見劣りしま
す。デジタル回路からなるべく分離され
たアナログ回路部、日本メーカー製のオ
ーディオ用コンデンサの採用、ヘッドホ
ン出力へのオーディオ用オペアンプ、
TI OPA1612の採用といった部分は、ほ
かのゲーミングマザーボード同様です。
特筆すべき点はありませんが、ゲーミン
グマザーボードとしての必要十分は満た
しています。
　LEDイルミネーション機能も実装し
ていますが、最近のゲーミングマザーボ

ードのようなユーザー設定でさまざまな
光らせ方をできるといった機能はありま
せん。視覚面での楽しみということでは
もっと改善の余地はありそうです。

サーバー譲りの安定動作で 
ヘビーなゲーム環境に対応

　オーバークロック機能については必要
なものは実装されていますが、UEFIセ
ットアップの操作性はマザーボードメー
カーによる差が比較的大きく、Super M 
icroはコンシューマ向けマザーボードを
始めて間もないこともあり、使いやすい
とは言えません。この点については今後
さらに改良を期待します。
　オーバークロックのマージンを大きく
取るには基本的に動作が安定しているこ
とが求められます。C7Z270-PGは安定動
作するサーバーやワークステーション向
けマザーボードに、オーバークロック能
力やゲーミングに求められる機能を注ぎ
込んだ設計といえ、ほかのコンシューマ
向けマザーボードとはかなり異なった趣
のある製品です。安定動作志向のサーバ
ーやワークステーションがオーバークロ
ックに強いとは限りませんが、これまで
のマザーボードでは飽き足らないユーザ
ーには興味深い製品と言えるでしょう。

GPUが使えない場合のコンソール出力機能を
提供するシリアルポートが、ピンヘッダでサ
ポートされている。GD75232はそのライン
ドライバIC。コンシューマ向けでの需要は不
明だが、サーバー向けでは一般的な機能

GD75232
Texas Instruments

LED （基板裏面）
基板裏面に配置したLEDが、基板上にパター
ンを置かず透けている部分から発光する。他
社のゲーミングマザーのように複雑な発色パ
ターンをサポートしているわけではない

U.2はM.2と同様にNVMeのSSDを接続でき
る汎用インターフェースだが、現状では対応
デバイスが少ない。どちらも信号線としてはP 
CI Expressを使うが、4ポート独立しての実
装はできず、一部はM.2とU.2で排他利用だ

M.2スロット、U.2ポート

RS-232Cシリアルポート用
ドライバIC

M.2スロットとU.2ポートを
2基ずつサポート

【検証環境】CPU：Intel Core i7-7700K（4.2GHz）、Intel Core i7-6700K（4GHz)、メモリ：センチュリーマイクロ CD8G-D4U2400H（PC4-19200 
DDR4 SDRAM 8GB）×2、Micron Crucial CT4G4DFS8213（PC4-17000 DDR4 SDRAM 4GB）×2、グラフィックス機能：Intel Core i7-7700K
内蔵（Intel HD Graphics 630）、Intel Core i7-6700K内蔵（Intel HD Graphics 530）、SSD：Micron Crucial m4 CT128M4SSD2（Serial ATA 
3.0、MLC、128GB）、OS：Windows 10 Pro 64bit版、アイドル時：OS起動10分後の値、高負荷時：PCMark 8－Home Accelerated実行時
の最大値、電力計：Electronic Educational Devices Watts Up? PRO

システム全体の消費電力
■アイドル時　■高負荷時 単位：W

Super Micro
SuperO
Pro Gaming
C7Z270-PG

27.9

123.0

ASUSTeK 
Z170-A

21.3

118.4

←Better 0 50 100 150

PCMark 8 v2.7.613
■Home Accelerated 単位：Score

Super Micro
SuperO
Pro Gaming
C7Z270-PG

4,218

ASUSTeK 
Z170-A 3,975

Fast→ 0 1,000 3,000 4,0002,000 5,000

ハイエンドマザーボードらしく
発光機能を実装

93DOS/V POWER REPORT 2017 May


